
令和４年度 さいたま市 大宮区のまちづくり

■「大宮区のまちづくり」とは
『区のまちづくり』は、「区の将来像」の実現に向けて、当該年度に実施する区及

び局の主な取組について、区民の皆様に説明するものです。次年度には、アンケート

等により区民の皆様の意見を伺い、事業の見直し、改善などに繋げていきます。

■大宮区の将来像
「うるおいのある高度な生活基盤と氷川の杜の緑と文化が調和するまち」

商業・経済都市としてのまちのにぎわいと暮らしやすい生活環境、憩いの空間であ

る氷川の杜の緑や見沼田圃の自然など、大宮区の特性をより高めながら、多彩な資源

を活用して地域文化を発信し、東日本の玄関口にふさわしい風格ある都市及び人と人

との交流を生み出すヒト・モノ・情報が行き交う対流拠点として、魅力と活力あるま

ちづくりを進めます。

■将来像実現のために取り組む４つのまちづくりのポイント
１ 東日本の玄関口としてふさわしい、拠点性を高めた大宮駅周辺のまちづくり

２ 質の高い生活環境と安心して暮らせるまちづくり

３ 区の魅力の発信と、人の交流が生み出すまちづくり

４ 自然環境と調和したうるおいのあるまちづくり



まちづくりのポイント１ 東日本の玄関口としてふさわしい、拠点性を高めた大宮駅周辺のまちづくり

目標 月1回、年度12回

目標 会議開催年度5回、清掃活動年度4回

目標
①年1回、既存案内板地図面の更新（16基）
②トランスボックスラッピング装飾（5基）

目標 都市計画案の作成

目標
（大宮駅東口大門町２丁目中地区市街地再開発事業）
・令和4年春施設開業予定

目標
（大宮駅西口第３－Ｂ地区）
・施設建築物工事実施40%

目標
（大宮駅西口第３－Ａ・Ｄ地区）
・権利変換計画認可

目標
（大宮駅西口第四地区）
・事業進捗率95％
・使用収益開始率94％

目標
・さいたま新都心駅及び北与野駅の１日あたりの乗降客数
（定期利用者を除く）:59,000人
・歩行者デッキ⾧寿命化修繕計画実施率:23％

目標 交通実態調査の実施

事業等名

1

2
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4
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サイン整備

10

大宮駅グランドセントラルステー
ション化構想の推進

氷川参道環境整備

都市局

(大宮駅東口大門町２丁目中地区市街地再開発事業)
・再開発組合が実施する事業推進に要する費用の一部を補助します。

（大宮駅西口第３－Ｂ地区）
・再開発組合が実施する事業を支援します。

・大宮駅東口大門町２丁目中
地区市街地再開発事業

都市局

都市局
・大宮駅西口第３－Ｂ地区市
街地再開発事業

（大宮駅西口第３－Ａ・Ｄ地区）
・再開発組合が実施する事業を支援します。

都市局
・大宮駅西口第３－Ａ・Ｄ地区
市街地再開発事業

所管局令和４年度の取組内容

大宮アルディージャ、地元企業等との協働による、大宮駅周辺の環境美化（清
掃・啓発）活動を実施します。清掃美化活動の実施 大宮区

大宮駅周辺地区の活性化及びおもてなしに関する取組を推進するため、ＴＥＡ
Ｍ大宮の開催及び清掃活動を行います。

市民及び来訪者に観光・公共施設等を案内するため、既存公共サインの適正
な管理・更新を行います。

大宮駅周辺の活性化 大宮区

大宮区

東日本の中枢都市としての競争力を強化するため、大宮ＧＣＳプラン２０２０
で整理した内容を踏まえながら、ＧＣＳ構想を具体的かつ実現可能なものにす
るための調査・設計等を行います。

都市局

（大宮駅西口第四地区）
・事業の進捗を図るため、建物等の移転補償、電線共同溝工事等を実施しま
す。・大宮駅西口第四土地区画整

理事業

・歩行者デッキ⾧寿命化修繕計画に基づく短期計画修繕を実施します。
・歩行者デッキエスカレーター修繕を実施します。
・さいたま新都心将来ビジョンの改訂版の策定に向けて取り組みます。

都市局さいたま新都心のにぎわい創出

都市局
氷川参道の歩行環境改善に向け、交通実態調査を実施します。



目標

（桜木駐車場用地活用の推進）
・優先交渉権者選定
（大宮駅西口第五地区まちづくりの推進）
・広場検討

目標 実施方針案の作成

目標 用地買収率:30％

目標 「（仮）大宮駅周辺ウォーカブル推進戦略」の策定

目標
・シェア型マルチモビリティの実証実験、結果検証
・事業者連携によるＭａａＳの充実（公共交通事業者等と
の連携）

目標 ・JR京浜東北線大宮駅のホームドア設置完了

目標

・市内の自転車事故死傷者数前年度比3%減
・自転車通行環境整備延⾧20km（総延⾧200km）
・放置自転車台数（市内全駅・秋季平日午前11時調
査）:271台

まちづくりのポイント２ 質の高い生活環境と安心して暮らせるまちづくり

目標 週2回以上

事業等名

事業等名
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14
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12
大宮駅東口公共施設再編の推
進

公共施設跡地について、官民連携によるまちづくりを推進し、にぎわいと交流を生
む都市空間の形成に向けた調査・検討を行います。 都市局

大宮駅周辺まちなかウォーカブ
ルの推進

都市局

公共交通のバリアフリー化推進

・高齢者や障害者等の移動等の円滑化を図るために、「さいたま市バリアフリー基
本構想」に基づき、事業者等と連携し、市内のバリアフリー化を目指します。
・鉄道事業者による大宮駅のホームドアの整備費用を一部補助します。 都市局16

17
都市局
建設局

・自転車政策事業
・自転車通行環境整備事業
・自転車駐車場整備事業
・放置自転車対策事業

・「さいたま市自転車ネットワーク整備計画」に基づき、安全な自転車利用環境を
整備します。
・民営自転車等駐車場建設補助金交付事業を実施します。
・放置自転車等監視、撤去、返還業務を実施します。

ＭａａＳなど新たなモビリティサービスの社会実装を見据えた取組として、シェア
型マルチモビリティの実証実験を実施します。

都市局
スマートシティに向けたモビリティ
サービスの充実

氷川緑道西通線の北区間で用地買収、補償及び物件調査等を行います。
都市局氷川緑道西通線の整備推進

令和４年度の取組内容

［注1］Mobility as a Serviceの略で、出発地から目的地まで、利用者にとっての最適な移動経路を提示するとともに、複数の交通手段やその他のサービスを含め、一括して提供するサービスのこと。

道路及び交通安全施設等の損傷箇所を早期に発見し、迅速な改修を行うた
め、職員による道路安全パトロールを強化します。道路安全パトロールの強化1

令和４年度の取組内容 所管局

大宮区

所管局

居心地が良く歩きたくなるまちなかの創出に向けた調査・検討を行います。

15

（桜木駐車場用地活用の推進）
・桜木駐車場用地について、東日本の対流拠点形成に資する機能を導入する
ため、事業者選定委員会を開催し、優先交渉権者選定を実施します。
（大宮駅西口第五地区まちづくりの推進）
・地区内の市有地等の活用と連携を図りながら、令和3年度に策定した第五地
区のまちづくり方針の具体化について検討します。

・桜木駐車場用地活用の推進
・大宮駅西口第五地区まちづく
りの推進

都市局



目標
・区内18か所の指定避難所で一斉実施
・アンケートによる満足度90％以上

目標
・参加者500名以上、アンケートによる満足度90％以上
・年度240回
・年度2,000人以上に配布啓発

目標 参加者アンケート満足度90％以上

目標 受講者アンケート満足度90％以上

目標 妊娠届出をした妊婦の面接割合85％以上

目標 アンケートによる予防等に取り組もうとする割合が90％以上

目標
・ポイ捨てごみの散乱数（12駅周辺）:7,353個
・環境美化活動（市民清掃活動）の参加者数:98,200人

5

6

7

8

大宮区

令和４年度の取組内容事業等名

「認知症サポーター養成講座」の
開催・支援

妊娠・出産包括支援事業の充
実

妊娠・出産包括支援センターで、妊娠・出産・育児に関する情報提供を行い、
妊娠早期から相談支援を実施します。

認知症を正しく理解し、認知症の方や家族を支援する認知症サポーターの養成
講座を開催・支援します。

2

3

「ますます元気教室」の開催

若い世代からの生活習慣病の
予防と食育の推進

環境美化の推進

高齢者のみなさんがいつまでも元気に暮らせるよう、介護予防に有効な体操（い
きいき百歳体操）や、口腔ケア・栄養改善・認知症予防などについて学ぶ「ます
ます元気教室」を開催します。4

大宮区

大宮区

地域防災力の向上を図るため、大宮区防災訓練を実施します。

・区民の防災、防犯、交通安全の意識高揚と知識を普及するため、大宮区安
全・安心のつどいを開催します。
・防犯啓発と地域の治安向上、児童・生徒の見守りを目的に、区役所職員によ
る青色防犯パトロールを実施します。
・自転車盗難を減少させるため、自転車ツーロック（二重施錠）啓発活動を実
施します。

防災対策事業の実施

防犯啓発事業の実施

若い世代から健康への関心を高め、生活習慣病の予防と食育に取り組めるよう
健康教育を実施します。

「環境美化重点区域」及び「路上喫煙禁止区域」に指定した市内12駅周辺に
おいて、環境美化指導員による指導啓発等を行います。また、環境美化に対す
る市民意識の一層の向上を図るため、ポイ捨て防止対策及び市民参加による清
掃活動を継続的に実施します。（1か月間で実施予定のさいたま市ごみゼロキャ
ンペーン市民清掃活動やSNSアプリを活用した市民清掃活動等）

環境局

大宮区

大宮区

大宮区

所管局

※イベントや講座等の実施にあたっては、ソーシャルディスタンスの確保や手指消毒の

実施などにより、新型コロナウイルス感染症対策を講じます。

「ますます元気教室」の様子 自転車ツーロック（二重施錠）啓発活動の様子



目標

・「さいたま市食育なび」へのアクセス数:128,000件
・地域の方を招いた学校給食（児童と地域の方々との会
食）（小学校）:全校実施　※全校で年間3回以上実施
・シェフ給食の実施:年間33校実施　※市立小・中・中等教
育・特別支援学校を対象

目標 「『ながら見守り』ボランティア」の登録者数:500人増

目標
・通いの場への高齢者の参加人数:7,800人
・いきいきサポーター養成講座に参加した方が講座内容につい
て「とても満足」と回答した方の割合:43％

目標
シルバーポイント（いきいきボランティアポイント）登録者
数:11,500人

目標 地域の担い手の養成研修修了者:100名

目標
・認知症サポーターの養成数:8,800人
・認知症サポーターステップアップ講座の参加者が「とても満足」
「満足」と回答した割合:82％

目標 アンケートによる相談者の満足度:60％

15

一般介護予防事業

シルバーポイント（いきいきボラ
ンティアポイント）事業

さいたま市地域の担い手養成研
修（たまねっこ養成講座）

認知症サポーター養成事業

福祉まるごと相談窓口事業

9

10

登録施設等でボランティアした際にシルバーポイント（いきいきボランティアポイン
ト）を付与します。

社会参加の促進、地域活動への関心を喚起することなどを目的に、地域住民等
を対象とした研修（講座）を実施します。

地域で認知症の方やその家族を支えるため、認知症サポーター養成講座、認知
症サポーターステップアップ講座を開催します。

・食育推進事業
・学校給食における取組の実施
・地産地消推進の取組の実施

・子どもの見守りボランティアの
推進
・研修会の実施

事業等名

・第３次さいたま市食育推進計画に基づき、食育を推進します。
・食育推進担当者会議、協議会を開催します。
・地元シェフによる学校給食を実施します。
・農業体験を通じて豊かな人間性を育む学校教育ファームを実施します。
・地域の方を招いた学校給食（児童と地域の方々との会食）を実施します。
・学校給食統一献立を市立小・中・中等教育・特別支援学校全校で一斉実施
します。
・農情報ガイドブックの作成・配布、地場産農産物料理講習会の開催等の地産
地消推進の取組を実施します。
・食育に関するウェブサイト「さいたま市食育なび」を活用して情報を発信します。

・「防犯ボランティア」「子どもひなん所110番の家」「子ども安全協定」「『ながら見
守り』ボランティア」等の学校安全ネットワークを推進します。
・「学校安全ネットワーク推進研修会」「防犯ボランティア研修会」等を実施しま
す。

生活にお困りの方や福祉のさまざまな課題を抱えた方などの相談を包括的に受け
止め、相談内容に応じた必要な支援のコーディネートを行います。

11

12

・高齢者を対象とした「ますます元気教室」や「いきいきサポーター」等の介護予防
に関する教室や講座を、公民館等様々な場所で開催するとともに、外出できない
高齢者に向けて、体操動画の配信等の介護予防の普及啓発を行います。
・関係団体と協力し専門職の派遣等を行うことにより、高齢者が身近な場所で、
自発的に、継続して運動できる地域づくりの支援を行います。

保健福祉局
教育委員会

経済局

教育委員会

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

13

14

令和４年度の取組内容 所管局



目標 整備を推進します。

目標 関係機関への要望活動を実施

目標

防災行政無線メール、災害時防災情報電話サービス事業
等、避難情報を受領できるサービス登録者数　累計登録件
数:37,000件
防災アプリ累計登録件数:7,000件

目標 市民一人ひとりの防災理解力の向上

目標
・地区防災計画策定数:8組織
・防災アドバイザー新規登録人数:10人（うち半数を女性ア
ドバイザー育成）

目標
東部分団車庫移転整備における建設工事及び既存分団車
庫の解体工事完了

目標 10区役所に設置

まちづくりのポイント３ 区の魅力の発信と、人の交流が生み出すまちづくり

目標 来場者30,000人以上、アンケートによる満足度90％以上
1

19 防災啓発事業

22 おくやみ窓口設置 市民局

16

17

幹線道路整備事業

防災情報収集・伝達事業

遺族の負担を軽減するため、区役所内における主な死亡時の手続を一体的に
行う窓口を設置します。

事業等名

都市活動を支える道路交通ネットワークを形成するため、幹線道路整備を効率
的かつ効果的に推進します。
（整備路線）
（都）産業道路 、（都）大宮岩槻線、主要地方道川口上尾線（東町）

関係機関への要望活動を実施します。

事業等名

建設局

建設局

令和４年度の取組内容 所管局

令和４年度の取組内容

新大宮上尾道路の整備促進

的確な避難情報の伝達ができるよう、平時からICTの活用を含めた防災情報収
集・伝達体制を整備します。また、高齢者や障害者などの情報弱者の方にも必
要な情報が届くよう各種サービスの周知・啓発を行います。

18 総務局

大宮区民ふれあいフェアの開催

所管局

区民の郷土意識の醸成やコミュニティづくりを促進するため、地域主体・区民参加
型の「大宮区民ふれあいフェア」を開催します。 大宮区

防災ガイドブックの配布など、防災啓発を実施することで、食料等の備蓄、家具
の転倒防止対策、マイ・タイムラインの作成、災害種別に応じた緊急避難場所の
認識など、災害時に自分の命を守れる行動がとれるよう、市民一人ひとりの防災
の理解力向上を促進します。あわせて、新型コロナウイルス感染症等拡大防止の
ため、分散避難並びに避難時の衛生用品等の携行を啓発します。

総務局

20 防災アドバイザー等育成事業

防災アドバイザー活用による地区防災計画策定支援をします。また、防災士資
格取得補助及び防災アドバイザーの養成をします。

総務局

21 東部分団車庫移転整備事業

主要地方道川口上尾線（東町交差点）交差点改良工事に併せて、東部分
団車庫を移転整備します。

消防局



目標
絵画応募数500点以上、アンケートによる満足度90％以
上、年度作品展5回、PR10回以上

目標
年度１回、応募者2,000人以上、アンケートによる満足度
90％以上

目標
年度1回、応募者50人以上、アンケートによる満足度90％
以上

目標
年度1回、応募者100人以上、アンケートによる満足度90％
以上

目標
年度1回、応募者50組以上、アンケートによる満足度90％
以上

目標
年度1回、応募者50人以上、アンケートによる満足度90％
以上

まちづくりのポイント４ 自然環境と調和したうるおいのあるまちづくり

目標 3駅（4か所）年度各2回

目標
・見沼田圃エリアにおける主なイベントへの来訪者数:13,500
人
・見沼田圃の市民認知度:70％

2

1

2

4

5

6

事業等名

7

事業等名

花と緑のまちづくりの推進

見沼田圃の保全と新たな活用・
創造の推進

都市局

大宮区

大宮区

大宮区

大宮区

大宮区

「農・自然・歴史とふれあう、憩いのふるさと“みぬま”」を実現するために、グリーンイ
ンフラを活用した取組を行い、新たな散策拠点の検討や桜回廊の管理向上を図
るとともに、情報発信力を強化します。
・桜回廊サポーターによる桜の見守り活動やクビアカツヤカミキリの被害調査、ク
リーンウォークを実施し、桜回廊の維持管理を行います。
・さぎ山記念公園を拠点とする「見沼・さぎ山交流ひろば」において、みぬま秋フェ
スinさぎ山を開催します。

鉄道のまち「大宮」ナイトミュージ
アムの開催

大宮魅力発見ツアーの開催

少年・少女サッカー教室の開催

親子野球体験イベントの開催

アーバンスポーツ体験会

大宮アルディージャを応援する機運を高め、区民の交流を促進し、連帯感を醸成
するため、大宮アルディージャのスクールコーチによる少年・少女サッカー教室を開
催します。

埼玉西武ライオンズを応援する機運を高め、区民の交流を促進し、連帯感を醸
成するため、埼玉西武ライオンズOBコーチによる親子野球体験イベントを開催し
ます。

個人単位で気軽に取り組めるスポーツに触れる機会を提供するため、アーバンス
ポーツ体験会を開催します。

3

令和４年度の取組内容 所管局

大宮区

大宮区

令和４年度の取組内容 所管局

大宮二十景のＰＲ

絵画教室や小学生絵画コンクールを実施し、コンクール入賞作品展の開催や、
各種イベント開催時に啓発品を活用して、大宮二十景をＰＲします。

鉄道博物館のナイトミュージアムを活用し、大宮の歴史や文化に親しんでもらうた
め、鉄道のまち「大宮」ナイトミュージアムを開催します。

区内の地域資源をめぐるルートを設定した散策マップのコースを参考に、大宮魅
力発見ツアーを開催します。

自然環境と調和したうるおいのあるまちづくりを推進するため、ボランティア団体との
協働による花や緑の豊かな空間づくりを進めていきます。



目標

・市民ボランティアが管理する公共花壇の面積:9,000㎡
・グリーンインフラを活用した公民連携事業:公民連携による社
会実験の実施
・全市的なオープンガーデンの推進:全市的な展開に向けた制
度設計

目標 公園整備を推進するため、用地測量等に着手します。

事業等名 令和４年度の取組内容 所管局

3 街なかにおける緑の創出

市民協働により公共空間を利用した花の植栽に取り組むとともに、助成事業や
緑化協議による民有地での樹木等の植栽を推進します。市民協働を継続性の
高いものとするため、オープンガーデンによる地域での家庭内緑化を全市的に推進
するほか、緑に関する講習会の開催や公共施設等における緑のカーテンの実施
等による市民の意識啓発に取り組みます。また、街なか空間の回遊性・滞在性
の向上による地域ブランド力を高めるため、緑のまちづくりを推進する公民連携エリ
アプラットフォームを構築するとともに、多様な機能を有するグリーンインフラの取組
の定着化に向けて社会実験を実施します。

都市局

4 大規模公園の整備推進

見沼田圃地域における既存の自然・歴史・文化をかけがえのない環境資産として
次代に引き継ぎ、見沼田圃の保全・活用・創造を先導する緑の核となるととも
に、市民の避難場所となり、かつ広域防災拠点を補完する防災機能を有する「さ
いたまセントラルパーク」の整備を推進します。

都市局

まちづくりのポイント１－６

大宮駅西口第３－B地区市街地再開発事業

（目標：事業進捗率40％）

さいたま市 大宮区役所 区民生活部 総務課

〒330-8501 さいたま市大宮区吉敷町１－１２４－１

電話 ：０４８－６４６－３０１２

FAX ：０４８－６４６－３１６０

https://www.city.saitama.jp/omiya/index.html

「さいたま市CS90＋運動」とは、「Citizen Satisfaction =

2030年までに90％以上に向上することを目指す取組のことです。

この「令和4年度さいたま市大宮区のまちづくり」は、2,500部作成し、1部あたりの印刷経費は53円です。

く 事 業 箇 所 図

まちづくりのポイント１－１２

大宮駅周辺地域戦略ビジョン

など、各計画に基づき、大宮

駅周辺のまちづくりを推進


